


さぁ、みんなで地域アゴラをはじめよう！

準備

※しかけの例:色紙でどうぶつ帽子をつくる、みんな大きなつけひげをする、など
※紙はなんでもいいですが、大きい方がやりやすいです。

・名札に、その日呼ばれたいニックネームを書く。
・最大5人くらいがおすすめです。全員、円になって座る。
・全員の真ん中に紙を1枚置き、1人1本ペンを用意する。
・名前や肩書や年齢を忘れるしかけを使って話しやすい空気をつくる。

ポイント ・その場では名前や肩書や年齢など、伝えない、考えない。
・参加しない人が、その場にいないようにする。
・他の人ではなく、自分のきもちに集中する。
・みんなで未来を、考える。
・みんなで、一緒に何かちょっと行動したり、変えたりしてみる。

「はずす」

・最近感動したことを、それぞれ思い出す。
・次に、「なぜ、自分はそれに感動したんだろう？」
 「そこには、どんな自分がいるんだろう？」と考えてみる。
・出会った「こんな自分」のキーワードを、真ん中の紙の自分の近くに
 メモしておく。

STEP１「掘る」 ・場のテーマについて、その場の2人以上がもっと幸せになる
  アイデアを、考えてみる。
・真ん中の紙を使って、「どの人とどの人」か線を結んで、
  出てきた言葉やアイデアを、絵や文字で書いてみる。
・最後は、全員が何か少しでももっと幸せになることを考えて、
  絵や文字に記して、花丸をつけておく。

STEP3「見つける」

・全員がもっと幸せになることについて、
 「自分がひょっとしたらやれるかもしれないこと」
 を考えて、花丸のそばにそれぞれ書く。
（もちろん、よかったら本当にやってみてくださいね）
・全員が書き終わったら、しばらく、気がすむまでおしゃべりをする。

STEP4「動く」
夕陽の美しさに感動したら、なぜ美しかったかではなく、「なぜ自分
はきれいな夕陽に感動したんだろう？」「それってどんな自分？」
「何が好きな自分？」…と、自分の内側に集中するイメージです

・最近感動したことと、その理由をひとりずつ、じっくり話す。
・聞いている間に「わかる！」「私も似た経験がある」と思ったら、
   真ん中の紙に自由に書き出す。
・全員が話し終えたら、紙に書いた「思い出したこと」や「共感したこと」
  をもとに、自由に語り合う。

STEP２「響きあう」

※聞いている人は、話の途中で、「それ私もある！あのね、」と、
　話どろぼうをしないように
※ゆっくり、どうぞ。最初はだいたい1人何分か決めておくと、
　みんなが同じくらい話せます
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